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令和７年度 第８回理事会議事録 

 

公益社団法人日本ホッケー協会 

 

１． 日   時  令和７年１１月２４日（月・祝） １０：３０開始 

 

２． 場   所    MIXI本社会議室 

東京都渋谷区渋谷2-24-12 渋谷スクランブルスクエア36F 

オンラインアクセス併用 

 

３． 出 席 者  理事 18名中 17名、監事１名 

         

（理事）三須 和泰、北野 妙子、多氣 洋平、永井 祐司、安西 浩哉、 

近藤 聡史、箸本 明雄、柿田 亜矢子、埴岡 隆、高瀬 美保、 

奥田 竜子、安枝 和子、久保 克敏、桜木 由美子、 

福島 雄裕、 

（オンライン参加）小野 真由美、西田 美和子          

（監事）花野 信子 

 

なお、オンライン参加の小野理事、西田理事と出席の花野監事はワーク

ショップには参加しなかった。 

 

４．開会宣言 

定刻、坂本事務局長が開会を宣言した。 

 

５．定足数の発表   

（１）坂本事務局長が、理事 18 名中 17 名が出席しているので本理事会は定款

第 39 条の規定に定める定足数を満たしており、適法に成立した旨を告げ

た。また理事以外として、坂本事務局長、鈴木事務局次長が出席している

との案内があった。 

 

（２）オンラインでの出席者についても音声が即時に伝わり一同に会するのと

同等に適時・的確な意見表明が互いに出来る状態となっていることが確認

された。その後、議題の審議に入った。 

 

（３）審議に入る前に 11 月 2 日に逝去された元専務理事 故中村康夫氏のご冥

福を祈り黙祷を捧げた。また、安枝理事から、ご遺族からの感謝の意が伝
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えられた。 

 

 

６． 審議事項 

① 令和７年度 日本ホッケー協会賞  

多氣専務理事から令和７年度 日本ホッケー協会賞について投影されてい

る資料に基づき、選考委員会から推薦された候補者３名について説明があ

った。 

審議後、議長から本件に係るについて承認を求めたところ、異議無く候補

者３名の表彰について承認された。 

 

② 第 74回日本スポーツ賞への推薦  

坂本事務局長から第 74 回日本スポーツ賞への推薦について、投影されて

いる資料に基づき説明があった。 

審議後、賛成多数で選定されたホッケー日本女子 U-18 を推薦することに

承認を求めたところ異議無く承認された。 

 

③ 利益相反取引  

坂本事務局長から利益相反取引について、投影されている資料に基づき説

明があった。 

審議後、議長から本件に係るについて承認を求めたところ、異議無く承認

された。 

 

 

 ７．報告事項 

① 令和７年度 中間決算報告  

福島理事から令和７年度 中間決算報告について、投影されている資料に基づ

き報告があった。 

 

② スポンサーシップ・マーケティング状況  

坂本事務局長（マーケティング部長）からスポンサーシップ・マーケティン

グ状況について、桜木理事から 11/11の記者発表会について、投影されてい

る資料に基づき報告があった。 

 

③ 登録の在り方検討会 進捗状況  

西田理事、福島理事から登録の在り方検討会 進捗状況について、投影されて

いる資料に基づき報告があった。 
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④ FIH理事会報告  

安西常務理事から FIH理事会について、投影されている資料に基づき報告が

あった。 

 

⑤ 日中韓＋NZ大会  

永井強化育成本部長から日中韓＋NZ大会について、投影されている資料に基

づき報告があった。 

 

⑥ 組織改編  

多氣専務理事から組織改編について、投影されている資料に基づき報告があ

った。 

 

⑦ アンチードーピング違反事案の経過  

埴岡理事からアンチードーピング違反事案の経過について、投影されている

資料に基づき報告があった。 

 

⑧ スポハラ防止に関する取り組み  

北野副会長からスポハラ防止に関する取り組みについて、投影されている資

料に基づき報告があった。 

 

⑨ R8年度全日本選手権開催地について  

安枝理事から R8 年度全日本選手権開催地について、投影されている資料に基

づき報告があった。 

 

８．特別セッション 12：30～13：00（30分） 

「スポーツベッティングの現状」 

特別講師の株式会社ミクシィ ソーシャルベッティング事業本部価値創造室 

森下 雅夫氏から情報提供があった。 

 

９．ワークショップ 13：15～14：45（90分） 

「中長期方針を踏まえた課題共有・具体施策について」 

「Hockey Japanの世界戦略」を共有後、各本部、事務局でビジョンの実現に 

向けた課題認識、具体施策について、出席理事、事務局員によるワーク 

ショップが実施された。 

 

以上をもって議事の審議を終了し、議長は15時、閉会を宣言した。 

 


